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町
で
は
、
実
質
公
債
費
比
率
が
国
の
基
準
を
上
ま
わ
り
、
早
期
健
全
化
団
体
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
ほ
ど
平
成
22
年
度
決
算
で
早
期
健
全
化
団
体
か
ら
の
脱

却
を
図
る
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
議
会
に
提
出
し
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
策
定
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
た
結
果
、
財
政
状
況
は
好

転
し
ま
し
た
が
、
住
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
認
識

し
、
今
後
は
、
こ
れ
以
上
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
の

取
り
組
み
や
、
将
来
的
な
町
づ
く
り
の
事
業
を
効
果
的
、
効
率
的
に
実
施
し
な
が

ら
、
町
全
体
の
財
政
の
健
全
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

広
報
で
は
、
議
会
に
提
出
し
た
健
全
化
計
画
を
原
文
の
ま
ま
ご
紹
介
し
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
が
早
期
健
全
化

基
準
以
上
と
な
っ
た
要
因
の
分
析

本
町
は
、
景
気
の
長
期
低
迷
や
三
位
一
体

改
革
の
影
響
に
よ
り
経
常
収
入
が
減
少
し
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変
化
、
大

型
公
共
事
業
投
資
に
よ
る
公
債
費
の
負
担
の

増
加
に
伴
い
、
平
成
16
年
度
以
降
実
質
収
支

が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、
そ
れ
以
降
、
赤
字
決

算
が
続
い
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
赤
字
決
算
が
続
く
と
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
（
平
成
19
年
法
律
第
九
四
号
）
の
施
行
前

の
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
（
昭
和

30
年
法
律
第
一
九
五
号
）
に
規
定
す
る
財
政

再
建
団
体
へ
の
転
落
が
確
実
な
状
況
と
見
込

ま
れ
、
ま
た
一
刻
も
早
く
抜
本
的
な
行
財
政

改
革
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
こ
の
財

政
悪
化
の
状
況
を
解
消
す
べ
く
、
平
成
18
年

財政健全化計画書を策定

10
月
27
日
に
上
牧
町
行
財
政
改
革
懇
談
会
か

ら
の
「
上
牧
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
へ
の
緊
急

提
言
」
の
答
申
を
踏
ま
え
、
住
民
生
活
を
直

撃
す
る
よ
う
な
最
悪
の
事
態
を
回
避
し
、
早

急
に
財
政
の
再
建
を
図
る
た
め
、
平
成
19
年

２
月
に
上
牧
町
財
政
健
全
化
計
画-

「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」-

を
策
定
し
、
歳
入
増
加
及

び
歳
出
削
減
に
よ
る
対
応
が
図
ら
れ
た
。
そ

の
結
果
、
単
年
度
ベ
ー
ス
の
収
支
は
改
善
し
、

平
成
19
年
度
以
降
、
単
年
度
収
支
及
び
実
質

単
年
度
収
支
は
何
れ
も
黒
字
に
転
換
し
、
実

質
収
支
の
赤
字
幅
も
縮
小
し
つ
つ
あ
っ
た
。

し
か
し
、
教
育
施
設
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
公
営
住
宅
の
建
設
及

び
小
集
落
地
区
改
良
事
業
等
の
大
型
公
共
事

業
に
伴
う
財
源
の
多
く
を
町
債
に
依
存
し
た

結
果
、
地
方
債
の
償
還
額
が
大
き
な
重
荷
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
16
年
度
以
降
に
大
型
事

業
の
規
模
の
縮
小
や
事
業
を
凍
結
し
て
も
、

第
一
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※主な過去の地方債残高は以下のとおりである。 

（単位：百万円） 

H21 
年度末  
（見込） 

H20 
年度末 

H19 
年度末 

H18 
年度末 

H17 
年度末 

H16 
年度末 

H15 
年度末 

H14 
年度末 

年　度 

区　分 

　普通建設事業債 16,331

2,231

1,709

1,911

86

302

635

6,453

1,051

1,953

14

762

17,108

16,600

2,027

1,469

2,187

136

558

637

6,602

1,018

1,965

12

1,388

18,000

15,217

1,817

1,230

2,160

165

535

598

6,500

898

1,316

9

2,348

17,575

14,292

1,603

978

2,132

153

573

580

6,143

853

1,277

7

2,620

16,919

13,152

1,412

773

2,045

138

501

543

5,783

774

1,183

5

2,930

16,087

11,635

1,178

567

1,776

122

429

483

5,357

695

1,028

2

3,102

14,740

10,135

1,018

361

1,506

105

346

428

4,889

614

867

-

3,214

13,349

9,390

1,330

224

1,236

92

384

369

4,501

532

722

-

3,409

12,799

　災害復旧事業債 

　特例事業債 

合　　　計 

　1.　義務教育整備事業 

　2.　保健福祉センター整備事業 

　3.　文化センター整備事業 

　4.　公民館整備事業 

　5.　ゴミ処理施設整備事業 

　6.　道路整備事業 

　7.　公営住宅整備事業 

　8.　分譲住宅造成事業 

　9.　その他 

過
去
に
発
行
し
た
事
業
債
の
元
利
償
還
額
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
公
債
費
は
大
幅
に
増
加

し
た
。
更
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
借
換
債
の
償

還
が
財
政
運
営
を
大
き
く
圧
迫
す
る
こ
と
に

な
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
元
金
償
還
額
の
負

担
を
先
送
り
し
て
き
た
結
果
、
特
に
平
成
19

年
度
、
平
成
20
年
度
の
公
債
費
負
担
は
大
き

く
、
平
成
20
年
度
の
公
債
費
は
十
九
億
九
千

五
百
万
円
と
、
歳
出
総
額
六
十
四
億
九
千
六

百
万
円
の
約
三
割
を
占
め
る
ま
で
に
至
り
、

実
質
公
債
費
比
率
を
悪
化
さ
せ
、
平
成
20
年

度
決
算
に
お
い
て
、
実
質
公
債
費
比
率
（
26
・

４
％
）
が
早
期
財
政
健
全
化
基
準
（
25
・
０
％
）

を
上
回
っ
た
。

計
画
期
間

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
二
年
間

財
政
の
早
期
健
全
化
の
基
本
方
針

本
町
に
お
い
て
は
、
財
政
の
立
て
直
し
を

図
る
た
め
に
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
受
益
者
負
担
の
原

則
に
基
づ
き
ご
み
処
理
の
手
数
料
、
施
設
使

用
料
の
有
料
化
、
ま
た
保
育
料
、
下
水
道
料

金
等
の
改
正
を
行
っ
た
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、

組
織
の
ス
リ
ム
化
や
経
費
の
節
減
な
ど
徹
底

し
た
行
政
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
、
職
員
給
与

な
ど
の
削
減
等
の
行
財
政
改
革
を
図
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

本
計
画
で
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
策
定

し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
た
結
果
、
住
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
認
識
し
、
今
後
は
、
こ
れ
以
上
住
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
地
域
の
活
性
化
や
高
齢
者
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
町
財
政
の
確
立
の
た
め
、
財
政
健
全
化
計

画
策
定
後
に
生
じ
る
諸
問
題
に
的
確
に
対
応

し
な
が
ら
、
実
質
公
債
費
比
率
の
改
善
を
第

一
に
取
り
組
み
、
町
全
体
の
財
政
健
全
化
を

進
め
る
も
の
と
す
る
。

少
子
高
齢
化
、
景
気
低
迷
が
進
む
中
で
、

財
政
の
健
全
化
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
の
取

り
組
み
や
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

事
業
が
必
要
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
効
果
的
で
効
率
的
な
施
策
を
図
る
。

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
、
住
民
の
理
解

と
協
力
、
国
・
県
の
助
言
や
支
援
の
も
と
で

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
会
計
等
に
お
け
る
歳
入
と
歳

出
と
の
均
衡
を
実
質
的
に
回
復
す

る
た
め
の
方
策

【
一
】
町
税
収
入
等
自
主
財
源
の
確
保

（
一
）
町
税
収
入
等
の
確
保
と
徴
収
率
向
上
の

た
め
の
取
り
組
み
の
推
進

平
成
21
年
４
月
か
ら
は
徴
収
対
策
強
化

と
し
て
、
徴
収
課
職
員
の
増
員
、
平
成
21

年
10
月
か
ら
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
業

務
委
託
に
よ
る
電
話
催
告
の
推
進
、
加
え

て
差
押
さ
え
等
法
的
措
置
の
強
化
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
本
計
画
策
定
以
前
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
口
座
振
替
の
促
進
、
町

税
等
収
納
対
策
本
部
に
よ
る
夜
間
徴
収
等

を
引
き
続
き
実
施
し
、
県
平
均
91
・
３
％

（
平
成
20
年
度
決
算
）
を
上
回
る
徴
収
率
を

目
指
す
。

平
成
22
年
４
月
か
ら
は
、
奈
良
県
個
人

第
二

第
三

第
四
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住
民
税
滞
納
整
理
室
か
ら
職
員
三
名
の
派

遣
を
受
け
、
町
県
民
税
滞
納
者
を
中
心
に

協
働
徴
収
事
業
を
実
施
。
さ
ら
に
多
様
な

財
産
調
査
（
預
金
・
給
与
等
）
に
よ
る
差
押

え
実
施
の
強
化
と
迅
速
な
る
処
分
財
産
の

換
価
（
公
売
）
を
積
極
的
・
効
果
的
に
行
い

税
収
確
保
を
行
う
。

平
成
18
〜
20
年
度
効
果
額

四
千
二
百
四
十
二
万
八
千
円

平
成
21
〜
22
年
度
継
続
額

四
千
九
百
四
万
一
千
円

（
二
）
受
益
と
負
担
の
適
正
化

「
受
益
と
負
担
」
の
原
則
に
基
づ
き
、
サ

ー
ビ
ス
に
か
か
っ
た
コ
ス
ト
に
対
し
て
適

正
な
受
益
者
負
担
を
求
め
る
も
の
と
し

て
、
ご
み
処
理
手
数
料
、
施
設
使
用
料
の

有
料
化
、
ま
た
、
保
育
料
、
住
民
票
等
交

付
手
数
料
、
下
水
道
使
用
料
等
の
改
正
を

行
っ
て
き
た
。
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら

引
き
続
き
適
切
な
時
期
に
適
切
な
設
定
に

努
め
る
。

平
成
18
〜
20
年
度
効
果
額

五
億
七
千
二
百
二
十
四
万
円

平
成
21
〜
22
年
度
継
続
額

三
億
八
千
二
百
十
六
万
五
千
円

（
三
）
資
産
の
有
効
活
用

町
有
財
産
（
含
土
地
開
発
公
社
保
有
）

に
お
け
る
遊
休
資
産
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
整
理
し
、
他
の
事
業
へ
の
活
用
ま
た
は

処
分
を
進
め
る
。

自
主
財
源
の
要
で
あ
る
町
税
収
入
を
確

実
に
確
保
し
て
い
く
と
共
に
雇
用
の
機
会

を
確
保
す
る
為
、
優
良
企
業
の
進
出
を
推

進
す
る
。

平
成
18
〜
20
年
度
効
果
額
　

一
億
五
百
七
十
七
万
五
千
円

平
成
21
〜
22
年
度
継
続
額
　
　

二
億
五
千
六
十
万
一
千
円

【
二
】
人
件
費
の
抑
制

人
件
費
に
つ
い
て
は
、「
定
員
適
正
化

計
画
」（
平
成
18
年
度
〜
平
成
22
年
度
）
に

基
づ
き
、
退
職
者
の
補
充
は
技
能
現
業
職

不
補
充
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
一
般
事
務
職

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
ま
で
は
職
員

採
用
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
技
術
職
員

等
（
保
健
師
等
）
に
つ
い
て
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
避
け
る
た
め
最
低
限
の
補
充

に
留
め
る
。
よ
り
一
層
の
定
員
削
減
と
事

務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
平
成
21
年
４
月
の
職
員
数
は
二
百
二

十
八
名
で
計
画
の
二
百
四
十
二
名
よ
り
十

四
名
少
な
く
、
平
成
22
年
４
月
の
予
定
職

員
数
は
二
百
二
十
名
で
計
画
の
二
百
三
十

七
名
よ
り
十
七
名
の
減
員
を
見
込
む
。

一
般
職
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
平
成
24

年
度
ま
で
の
時
限
措
置
と
し
て
、
給
料
の

10
％
カ
ッ
ト
と
地
域
手
当
の
不
支
給
の
継

続
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
特
別
職
に
つ
い
て
も
平
成
17
年

４
月
か
ら
四
役
の
給
料
の
17
％
カ
ッ
ト
を

実
施
し
、
平
成
17
年
10
月
か
ら
は
町
長
は

27
％
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
は
22
％

の
給
料
カ
ッ
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成

18
年
４
月
か
ら
は
収
入
役
職
を
廃
止
し
、

平
成
19
年
４
月
に
助
役
か
ら
副
町
長
制
へ

移
行
さ
れ
て
か
ら
は
副
町
長
を
置
か
ず
、

町
長
と
教
育
長
の
給
料
カ
ッ
ト
に
つ
い
て

も
当
分
の
間
継
続
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
議
会
議
員
に
つ
い
て
も
、
議
員

提
案
に
よ
り
議
員
定
数
は
、
平
成
19
年
４

月
改
選
時
よ
り
四
名
削
減
し
た
。
報
酬
に

つ
い
て
は
、
平
成
18
年
１
月
か
ら
議
長
五

万
円
、
副
議
長
及
び
議
員
二
万
円
の
報
酬

カ
ッ
ト
を
実
施
中
で
、
今
後
も
当
分
の
間
、

継
続
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

平
成
18
〜
20
年
度
効
果
額
　

七
億
一
千
四
百
九
十
八
万
六
千
円

平
成
21
〜
22
年
度
継
続
額
　

六
億
七
百
三
十
六
万
一
千
円

【
三
】
事
務
事
業
の
見
直
し

（
一
）
内
部
管
理
経
費
、
一
般
事
務
費
の
徹

底
し
た
削
減

適
正
な
予
算
編
成
及
び
予
算
執
行
の
た

め
、
費
用
対
効
果
が
低
い
も
の
や
当
初
の

目
的
が
達
成
さ
れ
た
も
の
等
は
、
廃
止
・

縮
小
を
検
討
す
る
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
電
算
シ

ス
テ
ム
の
合
理
化
、
下
水
道
繰
出
金
の
適

正
化
、
各
種
教
室
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
縮
小

ま
た
は
廃
止
、
体
育
祭
、
成
人
式
、
敬
老

会
の
縮
小
等
の
経
常
経
費
全
般
の
徹
底
し

た
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
各
事

業
の
必
要
性
を
十
分
勘
案
し
、
徹
底
し
た

経
費
削
減
の
継
続
を
行
う
。

▼文化施設

▲役場内風景
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平
成
18
〜
20
年
度
効
果
額

二
億
三
千
五
百
十
五
万
二
千
円

平
成
21
〜
22
年
度
継
続
額
　

一
億
七
千
百
二
十
万
円

（
二
）
補
助
金
、
負
担
金
の
効
果
的
執
行

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
町
単
独

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
役
割
を
踏

ま
え
、
個
々
に
そ
の
目
的
や
成
果
等
を
精

査
及
び
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

負
担
金
に
つ
い
て
も
、
行
政
運
営
に
支
障

を
き
た
す
も
の
を
除
き
、
廃
止
ま
た
は
削

減
を
当
分
の
間
継
続
し
、
必
要
な
団
体
や

事
業
に
対
し
補
助
金
等
が
公
平
に
行
き
渡

る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
。

平
成
18
〜
20
年
度
効
果
額

九
千
七
百
六
十
七
万
九
千
円

平
成
21
〜
22
年
度
継
続
額

一
億
四
百
八
十
九
万
九
千
円

【
四
】
組
織
、
機
構
の
運
営
体
制
等
の
見
直
し

目
的
や
効
果
を
十
分
検
討
し
、
今
ま
で

以
上
の
経
費
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
の
見
直
し
の
継
続
、
行
政
組
織

の
公
務
能
率
を
図
る
。

平
成
18
〜
20
年
度
効
果
額
　

一
千
六
百
十
二
万
一
千
円

平
成
21
〜
22
年
度
継
続
額
　
　

八
百
二
十
一
万
円

【
五
】
公
共
施
設
の
管
理
運
営

効
果
的
な
施
設
管
理
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
利
用
状
況
等
に
よ
り
、
縮
小
を

検
討
し
運
営
方
法
の
改
善
や
コ
ス
ト
の
削

減
に
努
め
る
。

ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
休
館
、
町
民

プ
ー
ル
の
休
止
は
引
き
続
き
行
う
が
、
平

成
25
年
度
ま
で
の
開
館
を
目
指
す
。

平
成
18
〜
20
年
度
効
果
額
　

二
億
六
千
九
百
二
十
三
万
二
千
円

平
成
21
〜
22
年
度
継
続
額

三
億
三
千
三
百
一
万
六
千
円

【
六
】
民
間
活
力
の
導
入

町
に
は
町
立
保
育
所
が
三
箇
所
あ
っ
た

が
、
現
在
一
箇
所
に
指
定
管
理
制
度
を
導

入
、
一
箇
所
を
民
営
化
し
て
い
る
。
指
定

管
理
制
度
を
導
入
し
て
い
る
保
育
所
に
つ

い
て
も
、
平
成
22
年
度
末
に
民
間
へ
売
却

し
、
平
成
23
年
度
よ
り
完
全
民
営
化
す
る
。

し
尿
収
集
運
搬
業
務
に
つ
い
て
も
、
平

成
22
年
度
よ
り
民
間
に
業
務
委
託
し
経
費

削
減
を
図
る
。

平
成
18
〜
20
年
度
効
果
額
　

三
億
二
千
五
百
二
十
六
万
六
千
円

平
成
22
年
度
効
果
見
込
額

一
億
七
千
三
百
四
十
五
万
二
千
円

実
質
公
債
費
比
率
を
早
期
健
全
化

基
準
未
満
と
す
る
た
め
の
方
策

普
通
建
設
事
業
は
、
真
に
必
要
な
事
業
以

外
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
、
事
業
の
抑
制

と
効
率
的
な
執
行
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
債
の
新
規
発
行
の
抑
制
に
努
め
る
。

平
成
16
年
度
以
降
、
地
方
債
の
新
規
発
行

を
抑
制
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
地
方
債
残
高

を
着
実
に
減
ら
し
て
き
た
が
、
今
後
は
義
務

教
育
施
設
整
備
事
業
債（
学
校
施
設
耐
震
化
）、

第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
（
土
地
開
発

公
社
の
解
散
）
の
発
行
に
よ
り
、
再
び
基
準

を
上
回
ら
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
事
務
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
一
般
会
計
の
収
支
悪
化

第
五

に
備
え
収
入
確
保
・
経
費
削
減
の
取
組
を
進

め
る
。

既
発
行
の
地
方
債
の
う
ち
、
高
金
利
の
も

の
を
繰
上
償
還
及
び
借
換
、
ま
た
県
の
市
町

村
財
政
健
全
化
貸
付
事
業
を
活
用
し
、
金
利

の
削
減
及
び
公
債
費
の
負
担
の
平
準
化
を
図

る
。

※計画期間中の主な普通建設事業は以下のとおりである。 

学校教育施設耐震補強事業 
（単位：千円） 

土地開発公社健全化事業 
（単位：千円） 

 

 
施　設　名 

上牧小学校  141,128

209,160

660,618

65,867

146,860

50,774

35,321

34,090

0

0

0

0

120,600

38,000

26,400

23,100

26,260

12,774

8,921

10,990

117,650

204,226

37,676

21,079

86,868

37,400

70,200

369,300

185

231

224

上牧第二小学校 

上牧中学校  

財　源　内　訳 

財　源　内　訳 

国庫支出金  

町　債 

 

一般財源 

町　債 国県支出金 

塵芥焼却施設用地購入 

塵芥焼却施設用地購入 

滝川13号線用地購入 

住環境整備用地購入 

事業費 年　度 

平成22年度 

平成21年度 

事　業　名 
一般財源 

安全・安心な学
校づくり交付金 

公 共 投 資  
臨時交付金 

 

平成21･22年度 

事業費 
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そ
の
他
財
政
の
早
期
健
全
化
に

必
要
な
事
項

本
町
の
財
政
悪
化
の
根
本
的
原
因
は
、
企

画
段
階
で
の
計
画
立
案
プ
ロ
セ
ス
の
甘
さ
、

及
び
当
該
案
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
が
十
分
に

機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
ガ
バ
ナ
ン
ス

体
制
の
弱
さ
に
あ
り
、
事
業
計
画
実
施
後
も
、

計
画
と
実
績
の
差
異
分
析
、
及
び
そ
の
分
析

結
果
を
修
正
計
画
と
し
て
立
案
、
実
施
す
る

と
い
っ
た
「
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
」
が
機
能

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
更
に
財
政
状
況

を
悪
化
さ
せ
た
要
因
で
あ
る
。
今
後
は
実
績

把
握
を
行
い
、
計
画
と
の
差
異
が

生
じ
た
原
因
を
分
析
し
た
上
で
、

計
画
を
定
期
的
に
修
正
し
て
い
く
。

ま
た
、
財
政
健
全
化
計
画
の
各

計
画
の
項
目
を
着
実
に
実
施
し
て

い
く
た
め
に
は
、
住
民
、
議
会
、

職
員
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

普通会計の収支見通し 
（単位：百万円） 

※奈良県市町村財政健全化貸付金及び公的資金補償金免除繰上償還に伴う借換については、除いています。 

※（　）内は早期健全化基準 

実 質 赤 字 比 率  1.50 
（14.95） 

計画初年度の 
前年度 

－ 
（19.95） 

26.4 
（25.0） 

306.0 
（350.0） 

0.69 
（14.95） 

計画初年度 
（平成21年度） 

－ 
（19.95） 

26.8 
（25.0） 

307.5 
（350.0） 

平成22年度 
（第２年度） 

計画初年度の 
前年度 

計画初年度 
（平成21年度） 

平成22年度 
（第２年度） 

－ 

－ 

24.8

292.5

連 結 実 質 赤 字 比 率  

実 質 公 債 費 比 率  

将 来 負 担 比 率  

健全化判断比率 

年　度 

区　分 

年　度 

（単位：％） 

　町　税 　２,２５７ 　２,２０１ 　２,１４２ 

　３１４ 　３０５ 　２７７ 

　３０３ 　２８７ 　３０１ 

　６０５ 　１,２００ 　１,６４７ 

　２８６ 　５０８ 　１,１６８ 

　３１５ 　２９４ 　３０４ 

　１９７ 　１２０ 　２８６ 

　６,４４２ 　７,０７４ 　８,２２１ 

　１,４６７ 　１,４７７ 　１,４８４ 

　８０４ 　９０２ 　８９２ 

　５４２ 　６４７ 　９１８ 

　１,９９５ 　１,８７３ 　１,８０７ 

　１１８ 　３２８ 　１,３９７ 

　１,５７０ 　１,８５２ 　１,７１８ 

　６,４９６ 　７,０８０ 　８,２１６ 

　△５４ 　△６ 　５ 

　２２ 　２８ 　０ 

　△７６ 　△３４ 　５ 

　２,４６８ 　２,４４６ 　２,３９７ 

　２,１６５ 　２,１５９ 　２,０９６ 

　譲与税・交付金 

　国・県支出金 

　町　債 

　負担金・使用料・手数料 

　そ　の　他 

　人　件　費 

　物　件　費 

　扶　助　費 

　公　債　費 

　投資的経費 

　歳 入 小 計 

　そ　の　他 

　歳入歳出差引額（A） 

　翌年度へ繰越すべき財源(B) 

　実質収支額（A）－（B） 

　歳 出 小 計 

　地方交付税 

　　　普通交付税 

　　　特別交付税 

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入 

歳
　
　
　
　
　
　
出 

第
八

第
六

第
七

各年度ごとの第４又は第５の方策に係る歳入及び歳出に関する計画

各年度ごとの健全化判断比率の見通し
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今
回
で
第
十
四
回
目
を
迎
え
る
中
学

校
の
技
術
・
家
庭
科
副
読
本
「
考
え
よ

う
！
わ
た
し
た
ち
の
快
適
な
住
ま
い
」

の
読
後
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し

た
、
上
牧
中
学
校
の
山
下
綾
華
さ
ん
と

下
釜
夏
子
さ
ん
が
入
選
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
の
応
募
作
品
四
千
七
百
十

点
の
中
か
ら
、
山
下
さ
ん
の
「
快
適
な

住
ま
い
を
読
ん
で
」
が
上
位
十
点
に
贈

ら
れ
る
金
賞
に
、
下
釜
さ
ん
の
「
大
切

な
暮
ら
し
の
工
夫
」
は
佳
作
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

上
中

山
下
さ
ん
・
下
釜
さ
ん
が

入
　
選

あ
り
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。

当
面
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
が
、
従
来

に
も
増
し
て
情
報
を
開
示
し
、
住
民
監
視
の

も
と
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・
効
率
的
に

活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
財
政

収
支
も
踏
ま
え
、
職
員
が
共
通
認
識
の
も
と

全
て
の
会
計
の
健
全
化
に
向
け
た
創
意
工
夫

あ
る
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。

土
地
開
発
公
社
の
解
散

町
が
当
初
の
計
画
ど
お
り
に
土
地
開
発
公

社
の
公
有
用
地
を
購
入
し
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
土
地
開
発
公
社
は
経
営
が
破
綻
状
態

に
陥
っ
て
い
る
。

現
在
、
町
は
「
土
地
開
発
公
社
健
全
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
土
地
開
発
公
社
の
健
全
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
時

に
平
成
25
年
度
末
に
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革

推
進
債
を
活
用
し
、
土
地
開
発
公
社
の
解
散

に
向
け
て
事
務
を
進
め
て
い
る
が
、
第
三
セ

ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
借
入
額
が
多
額
と

な
る
見
込
み
で
あ
り
、
現
行
制
度
で
は
今
後

の
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
償
還
期
限
の
弾
力
的

な
運
用
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い

く
。

保有用地内訳 
（平成20年度末現在） 

筆数 面　積  簿　価  

公有用地 
（町が買戻す土地） 

46,652.61㎡ 3,462,590千円 165筆 

特定土地 
（民間に売却できる土地） 

24,027.41㎡ 308,754千円 59筆 

合　　計 70,680.02㎡ 3,771,344千円 224筆 

山下さん 下釜さん
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憲
法
週
間
記
念

無
料
法
律
相
談

奈
良
弁
護
士
会
で
は
「
憲
法
週
間
」
記

念
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

・
５
月
10
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
と

午
後
１
時
か
ら
４
時
　

経
済
会
館
（
大
和
高
田
市
大
中
）

・
５
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
と

午
後
１
時
か
ら
４
時
　

奈
良
弁
護
士
会
（
奈
良
市
中
筋
町
）

▼
申
込
方
法

電
話
で
４
月
19
日
（
月
）
か
ら

５
月
10
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
、
奈
良
弁
護

士
会
（
０
７
４
２
ー
22
ー
２
０
３
５
）
ま
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

相
談
時
間
は
一
人
三
十
分
。

▼
問
合
先

奈
良
弁
護
士
会

０
７
４
２
ー
22
ー
２
０
３
５

中
央
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

お
知
ら
せ

☆
４
月
10
日
（
土
）
か
ら
５
月
７
日
（
金
）
ま
で

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

上
牧
町
中
央
公
民
館
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

・
牧
の
和
裁
ク
ラ
ブ
（
陳
列
ケ
ー
ス
）

各
文
化
ク
ラ
ブ
の
お
問
合
わ
せ
は
、
中
央

公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館

76
ー
３
６
１
０

税
、
滞
納
整
理
を
さ
ら
に
強
化

町
で
は
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
確
保
の
た

め
、
今
月
よ
り
県
個
人
住
民
税
滞
納
整
理
室

か
ら
県
職
員
三
名
の
派
遣
を
受
け
、
町
県
民

税
滞
納
者
を
中
心
に
協
働
徴
収
を
実
施
し
ま

す
。町

税
は
、
あ
ら
か
じ
め
納
期
限
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
期
間
内
に
全
額
納
付
が
な

い
こ
と
を
「
滞
納
」
と
い
い
、
税
の
公
平
性

を
保
つ
事
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

滞
納
者
か
ら
納
税
者
へ
と
戻
っ
て
頂
く
た

め
、
さ
ら
に
多
様
な
財
産
調
査
（
預
金
・
給

与
な
ど
）
に
よ
る
差
押
え
の
強
化
と
迅
速
な

る
処
分
財
産
の
換
価
（
公
売
）
を
積
極
的
・
効

果
的
に
行
っ
て
税
収
確
保
へ
向
け
、
滞
納
整

理
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

町
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
納
付
相
談
は
早
い
目
に
徴
収
課
へ
。

▼
問
合
先

徴
収
課
　

役
場
内
線
１
２
５
・
１
５
５
番

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
価
格

を
縦
覧
し
ま
す

地
方
税
法
第
四
一
六
条
に
よ
り
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
価
格
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

▼
と
　
き

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
４
月
１
日
（
木
）

か
ら
第
一
期
納
期
限
５
月
31
日
（
月
）
ま
で
の

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

役
場
一
階

税
務
課
固
定
資
産
税
係

▼
問
合
先

税
務
課
　

役
場
内
線
１
２
４
・
１
４
８
番

固
定
資
産
課
税
の
評
価
の
基
礎

と
な
る
路
線
価
図
を
公
開

固
定
資
産
税
の
宅
地
評
価
に
つ
い
て
納
税

さ
れ
る
か
た
に
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
路
線
価
図
な
ど
の
公
開
を
行
い

ま
す
。

▼
対
象
地
目

宅
地

▼
対
象
範
囲

全
て
の
路
線
価

▼
対
象
者

納
税
者
以
外
も
含
め
て

▼
と
　
き

４
月
１
日
（
木
）
以
降
で
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
き
ま
す
）
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分

ま
で
。

▼
と
こ
ろ

役
場
一
階

税
務
課
固
定
資
産
税
係

▼
問
合
先

税
務
課
　

役
場
内
線
１
２
４
・
１
４
８
番

第
五
回
シ
ル
バ
ー
連
合

さ
わ
や
か
旅
行
参
加
者
募
集

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
「
地
域

の
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り
」

を
目
的
と
し
て
、
今
年
も
親
睦
旅
行
を
計

画
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
　
き

５
月
６
日
（
木
）
か
ら
７
日
（
金
）
ま
で

▼
と
こ
ろ

山
陰
・
皆
生
温
泉
と
境
港
方
面

▼
対
　
象

町
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
か
た

▼
費
　
用

一
万
八
千
円
（
一
泊
四
食
）

▼
申
込
方
法

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
か

た
は
地
区
会
長
へ
、
会
員
以
外
の
か
た
は
４

月
９
日
（
金
）
ま
で
に
生
き
活
き
対
策
課
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０

上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
新
規
指
定

上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
指

定
工
事
事
業
者
）
に
次
の
業
者
を
新
た
に
指

定
し
ま
し
た
。

▼
新
規
指
定

山
　
田
　
設
　
備

生
駒
郡
平
群
町
西
宮
二
丁
目
三
番
二
十
七
号

45
ー
２
１
５
６

北
川
燃
料
住
専
店

御
所
市
小
林
四
十
一
　

62
ー
５
１
１
１

▼
問
合
先

上
水
道
課
　

76
ー
４
５
９
９



高
齢
者
（
や
よ
い
）

婦
　
人
（
さ
ゆ
り
）
学
級
生
募
集

生
涯
学
習
教
室
と
し
て
年
齢
に
応
じ
て

高
齢
者
学
級
と
婦
人
学
級
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

町
内
に
お
住
ま
い
の
か
た
な
ら
、
ど
な

た
で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

☆
高
齢
者
（
や
よ
い
）
学
級

町
内
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以
上
の
男
性

と
六
十
五
歳
以
上
の
女
性
が
対
象
で
す
。

高
齢
者
が
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
役
割

を
も
っ
て
参
加
す
る
の
か
を
中
心
に
、
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
め
ざ
し
た
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
婦
人
（
さ
ゆ
り
）
学
級

町
内
に
お
住
ま
い
の
六
十
五
歳
未
満
の
女

性
が
対
象
で
す
。

9
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上
牧
町
婦
人
会
　
会
員
募
集

上
牧
町
婦
人
会（
梶
野
洋
子
会
長
）で
は
、

婦
人
会
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

婦
人
会
で
は
、
女
性
の
地
位
向
上
と
社
会

参
加
を
目
指
し
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
女
性
の
か
た
な
ら
、

ど
な
た
で
の
参
加
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先

梶
　
野
　

76
ー
３
９
３
２

女
性
が
も
つ
様
々
な
生
活
上
の
問
題
点
に

つ
い
て
学
び
、
い
き
い
き
奥
様
ラ
イ
フ
を
送

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
学
習
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

▼
学
習
内
容

講
演
会
・
人
権
学
習
・
社
会

見
学
・
創
作
活
動
な
ど

▼
開
講
日

５
月
に
開
講
式
を
行
い
、

年
間
六
回
程
度

▼
応
募
先

社
会
教
育
課

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
付
可
）

▼
応
募
日

４
月
５
日
（
月
）
か
ら
16
日
（
金
）

▼
費
　
用

授
業
料
な
ど
の
直
接
的
な
費
用

は
不
要
で
す
が
、
社
会
見
学
な
ど
の
バ
ス
研

修
で
の
昼
食
代
・
見
学
代
・
バ
ス
利
用
代

（
二
千
円
）
を
負
担
し
て
頂
き
ま
す
。

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
　

役
場
内
線
５
１
３
番

Ｆ
Ａ
Ｘ

76
ー
１
１
９
９

西
和
養
護
学
校
で

教
育
相
談

奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校
で
は
、
小
学
部
・

中
学
部
・
高
等
部
で
、
障
が
い
に
あ
る
幼
児
や

児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
や
教

育
に
つ
い
て
の
教
育
相
談
や
体
験
学
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校

73
ー
２
１
１
１

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

開
催

上
牧
町
体
育
協
会
主
催
の
第
十
一
回
会

長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
第
十
二

回
会
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

４
月
25
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ

健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

上
牧
第
一
町
民
体
育
館

▼
参
加
対
象
者

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

町
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
の
か
た

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
女
性
の
か
た

▼
申
込
方
法

上
牧
第
一
町
民
体
育
館
に
備

え
て
あ
る
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

78
ー
０
１
１
８

春
の
交
通
安
全
運
動

ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト

４
月
６
日
（
火
）
か
ら
15
日
（
木
）
ま
で
の
間
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
町
で
も
、
各
関
係
機
関
、
団
体
の
協
力

を
得
て
、
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

上
牧
町
を
安
全
で
住
み
よ
い
町
に
す
る
た

め
に
、
交
通
安
全
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

労
働
保
険
年
度
更
新
を

今
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
は
６
月
１
日

か
ら
７
月
12
日
ま
で
の
間
で
す
。

期
日
中
の
手
続
き
を
お
願
し
ま
す
。

（
早
期
申
告
納
付
の
お
願
い
）

年
度
更
新
申
告
書
は
、
６
月
初
旬
に
事
業

場
あ
て
送
付
し
ま
す
の
で
、
申
告
書
が
届
き

ま
し
た
ら
、
お
早
目
に
申
告
・
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
告
・
納
付
期
日
ま
で
に
申
告
書
の
提
出

の
な
い
場
合
は
、
政
府
が
保
険
料
な
ど
の
額

を
決
定
し
、
さ
ら
に
追
徴
金
（
保
険
料
な
ど

の
10
％
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先

奈
良
労
働
局

０
７
４
２
ー
32
ー
０
２
０
３

高
齢
者
の
悩
み
ご
と
相
談

高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
抱
え
る
悩
み
ご

と
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
生
き
が
い
、
家
族
・
家
庭
相
談
、
就
業
な
ど

一
般
相
談
〈
予
約
不
要
〉

▼
と
　
き
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

◎
弁
護
士
に
よ
る
、
財
産
・
権
利
・
相
続
な
ど

専
門
相
談
〈
予
約
制
30
分
〉

▼
と
　
き
　
第
一
・
二
・
四
火
曜
日

午
後
１
時
か
ら
４
時

▼
と
こ
ろ
　
奈
良
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
）

０
７
４
４
ー
29
ー
０
１
１
０

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
四
階（
橿
原
市
大
久
保
町
）



あかちゃんや子どもは、大人よりも抵抗力

がないため、かかると重症になってしまう病

気があります。予防接種ができる年齢に達し

たら、出来るだけ早く予防接種をしておきま

しょう。

麻しん、風しんは春から初夏にかけて流行

しますので、麻しん・風疹（ＭＲ）の予防接種

は、できるだけ早目に済ませておくことが大

切です。乳児期のお子さんの生活範囲はほと

んど家庭内に限られていますが、兄弟が保育

園や幼稚園に通っていると、その兄弟の間で

病気がうつってしまう事が多いのです。その

ため麻しん、風しんのⅠ期（生後12か月から

24か月未満）にあたるお子さん、Ⅱ期（平成

16年４月２日から17年４月１日生まれ）の年

長児にあたるお子さんは早めに予防接種を受

けておきましょう。

また、小学校高学年以上のお子さんがかか

ると症状が重くなりやすいのでⅢ期（平成９

年４月２日から10年４月１日生まれ）にあた

る中学１年生、Ⅳ期（平成４年４月２日から

５年４月１日生まれ）にあたる高校３年生も

早めに予防接種を受けてください。

予防接種はこれからの人生を病気にかから

ず過ごしてもらうために、大切なものです。

予防接種の対象年齢にあたるお子さん、お

孫さんがおられるかたは、まだ接種していな

い予防接種が無いか、もう一度確認してくだ

さい。

下記の対象者には４月中旬に予診票を各

家庭に郵送します。これらの予防接種には

予診票が必要です。紛失された場合は2000

年会館の窓口でお渡しします。

・麻しん・風しん（ＭＲ）混合ワクチン

Ⅲ期（平成９年４月２日から10年４月１日生

まれ）

Ⅳ期（平成４年４月２日から５年４月１日生

まれ）

・破傷風・ジフテリア（ＤＴ）二種混合ワクチン

小学６年生Ⅳ期（平成10年４月２日から11年

４月１日生まれ）

●
予

防

接

種

は

お

早

め

に
●
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生
活
機
能
評
価
事
業
が

始
ま
り
ま
す

介
護
予
防
の
一
環
と
し
て
、
生
活

機
能
評
価
事
業
を
始
め
ま
す
。
そ
の

中
に
、
日
常
生
活
動
作
（
普
段
の
生

活
に
お
け
る
身
体
の
動
き
や
心
な
ど
）

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
六
十
五
歳

以
上
の
か
た
に
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
該
当
さ
れ

た
か
た
に
は
生
活
機
能
検
査
（
従
来

の
基
本
健
康
診
査
に
近
い
も
の
）
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
実
施
方
法

六
十
五
歳
以
上
の
か
た

（
昭
和
20
年
３
月
31
日
以
前
に
生
れ
た

か
た
）
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
か
た
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
郵
送
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
発

送
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り

郵
送
し
ま
す
の
で
、
返
信
用
封
筒
に

て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

79
ー
２
０
２
０

一
閑
張
「
か
ご
」
作
り

参
加
者
募
集

一
閑
張
と
い
う
の
は
、
漆
器
の
一

種
で
、
竹
か
ご
に
和
紙
を
は
り
、
柿

渋
液
を
何
回
も
塗
っ
て
仕
上
げ
る
か

ご
で
す
。
和
紙
を
ち
ぎ
る
、
貼
る
、
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

時間は午前９時から午後５時です。

４月８日（木）の午前、14日（水）・

15日（木）・22日（木）の午後は健診

などで混み合います。

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：４月23日（金)

糖尿病・高血圧・高脂血症・禁

煙などの相談【要予約】

午前９時から11時30分までと

午後１時30分から４時まで受付

★妊婦さんあつまれ
２回開催【要予約】

とき・内容：４月13日（火)

お友達づくり、栄養の話

５月11日（火)

助産師の話

午後１時30分から２時30分まで

対象者：妊娠されているかた。

持参品：母子健康手帳

午後１時から１時30分まで受付

（健診開始は午後１時30分より）

健康診査の対象者には個人通知し

ます。

★乳児健康診査
と　き：４月15日（木)

乳幼児相談は４月から乳児相談と

幼児相談にわかれます。

乳児相談：

１歳になるまでの乳児の相談

幼児相談：

1歳から就学前の幼児の相談

★乳児相談
と き：４月13日（火）

午後１時30分から３時まで受付

対象者：１歳になるまでの乳児

内　容：計測、相談（栄養・育児）。

午後２時から２時30分は保育士

によるふれあい遊び、保健師の

お話、交流会を行います。

（交流会の間、計測は中断します）

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：４月23日（金）

午前９時から11時までと午後１

時30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児

内　容：計測、相談（栄養・育児）

プレイルーム利用日について

対象者：平成21年10月26日から12

月15日生まれ。

★１歳８か月児健康診査
と　き：４月14日（水)

対象者：平成20年８月18日から９

月14日生まれ。

★３歳児健康診査
と　き：４月22日（木)

対象者：平成18年10月26日から11

月22日生まれ。

★２歳児歯科検診
と　き：４月８日（木)

午前９時から９時30分まで受付

対象者：平成19年11月・12月生まれ。

受診できないかたは、満３歳のお

誕生日前までなら、次回以降でも

受診することができます。

柿
渋
液
を
塗
る
な
ど
の
作
業
で
指
先

を
大
い
に
使
い
ま
す
の
で
認
知
症
な

ど
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

す
こ
や
か
サ
ポ
ー
タ
ー
が
指
導
に
あ

た
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
　
き

４
月
19
日（
月
）・
20
日（
火
）

の
二
日
間
。
午
後
１
時
か
ら
４
時
頃

ま
で
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

一
階
保
健
指
導
室

▼
対
象
者

町
内
に
在
住
の
か
た

▼
持
ち
物

小
型
刷
毛
二
本

▼
参
加
費

材
料
費
四
百
円
（
柿
渋
液
・

か
ご
・
和
紙
・
の
り
代
な
ど
）

▼
申
込
方
法

４
月
７
日
（
水
）
午
前
８

時
30
分
よ
り
、
電
話
か
生
き
活
き
対

策
課
窓
口
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

先
着
順
十
五
名
ま
で
受
け
付
ま
す
。

介
護
保
険
住
宅
改
修
費
の

受
領
委
任
払
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。

非
課
税
世
帯
の
か
た
を
対
象
に
、
介

護
保
険
を
利
用
し
て
住
宅
改
修
を
さ
れ

る
場
合
、
受
領
委
任
払
制
度
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０
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消費生活相談：電話･面談とも
毎週火曜日の午後１時～４時　　　　　

／役場１階相談室／ 76ー1001
毎週金曜日の午前８時30分～午後０時30分

消費生活相談員

山口 知香

春
は
、
移
動
の
季
節
。
住
み
か
え
の
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト

を
撤
去
す
る
際
に
、
借
主
が
貸
主
か
ら
敷
金
を

返
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を

絶
た
な
い
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

敷
金
と
は

敷
金
は
、
家
賃
の
不
払
い
や
室
内
を
汚
し
た

り
、
傷
つ
け
た
場
合
の
修
理
費
用
に
備
え
る
も

の
で
す
。
契
約
時
に
貸
主
に
預
け
る
こ
と
が
多

く
、
借
主
に
家
賃
の
滞
納
や
不
注
意
に
よ
る
破

損
が
な
い
限
り
、
明
け
渡
し
た
後
に
、
貸
主
は

借
主
に
返
還
す
べ
き
お
金
で
す
。

原
状
回
復
の
意
味

借
主
は
貸
主
に
家
を
明
け
渡
す
際
、
借
り
た

と
き
の
状
態
に
戻
し
て
部
屋
を
返
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
入
居
後
に
設
置
し
た
エ
ア
コ
ン
や
棚

な
ど
の
造
作
物
を
撤
去
し
、
損
傷
を
元
に
戻
す

こ
と
を
さ
し
、
こ
の
行
為
を
原
状
回
復
と
い
い

ま
す
。

時
間
の
経
過
に
よ
る
畳
や
壁
の
変
色
や
退
色
、

家
具
を
置
い
た
こ
と
に
よ
る
凹
み
な
ど
、
普
通

の
生
活
を
し
て
い
て
生
じ
た
損
耗
は
、
毎
月
支

払
っ
て
い
る
家
賃
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
日

常
生
活
に
お
け
る
損
傷
に
対
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
書
を
確
認
し
、
退

去
時
に
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
リ
フ
ォ
ー
ム

を
す
る
特
約
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
費
用
を

敷
金
か
ら
差
し
引
か
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

特
約
が
つ
い
て
い
た
ら
リ
フ
ォ
ー
ム

や
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
費
用
負

担
を
す
る
義
務
が
あ
る
か

賃
貸
住
宅
の
契
約
条
項
は
当
事
者
が
自
由
に

決
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
借
主
が
リ
フ
ォ
ー
ム

代
な
ど
を
負
担
す
る
特
約
を
付
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
特
約
の
内
容
を
理
解
し
合
意
し

て
い
る
場
合
は
、
特
約
は
有
効
で
す
。
合
意
な

く
借
主
に
一
方
的
に
不
利
な
特
約
が
付
け
ら
れ

て
い
る
場
合
は
、
裁
判
で
民
法
な
ど
に
基
づ
き

無
効
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
さ
け
る
た
め
に

宅
地
建
物
取
引
業
法
で
は
、
不
動
産
仲
介
業

者
な
ど
に
は
重
要
事
項
を
説
明
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
敷
金
の

精
算
方
法
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

契
約
す
る
前
に
、
重
要
事
項
説
明
書
や
契
約

書
に
不
利
な
条
項
や
特
約
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
入
居
前
に
貸
主
や

不
動
産
業
者
と
室
内
の
点
検
を
行
い
、
室
内
の

状
態
の
記
録
や
写
真
な
ど
を
残
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
明
け
渡
し
時
も
入
居
の
時
と
同
じ
点
検

を
貸
主
や
不
動
産
業
者
と
実
施
し
、
修
繕
が
必

要
か
ど
う
か
を
双
方
立
ち
会
い
の
も
と
で
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
紛
争
に
な
っ
た
場
合
は
、
基
本

は
借
主
と
貸
主
が
話
し
合
い
で
解
決
す
る
べ
き

で
す
が
、
そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
場
合
は
、
民

事
調
停
や
少
額
訴
訟
手
続
き
を
利
用
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
契
約

に
関
す
る
も
め
ご
と
や
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
消
費
者
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

借
家
の
敷
金
返
還
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

借
家
の
敷
金
返
還
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
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新 刊 紹 介

●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

浦島太郎の日本史
三舟隆之著・吉川弘文館

浦島太郎は歴史
書には実在した
人物として残って
います。又、日本
人は時代に合わ
せて、浦島太郎の
物語を作ってきま
した。物語の変化
と共に、少し違っ
た日本の歴史を探
りましょう。

長島茂雄野球は人生そのものだ
長嶋茂雄著・日本経済新聞出版社

直木賞受賞作「悼
む人」を描くため
に、作者が三年間
「静人」になりきっ
て書き続けた日記
を基にした一冊で
す。見知らぬ死者
を悼み、放浪する
静人。生と死と愛
の物語です。

王貞治さん、松井
秀喜さんが推薦。
選手、監督として、
ジャイアンツの伝
統という名の重い
大きな十字架を背
負って戦ってきた
彼の野球人生。燃
える男の自伝で
す。

ぼくだけのおにいちゃん
福田岩緒著・文研出版

けんかするけど、
そばにいたい。
いばっているけ
ど、大すき。何
も言わなくても
感じるやさしさ
があります。兄
弟っていいな…。
その一言につき
る本です。

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 0745－78－9903

小児科医として、
また、自らの子育
て経験を通して作
者が語ります。「人
の世の悲しみ」「や
さしさの原点」な
ど、15のお話と対
談です。子どもと
生きる幸せを描い
た本です。

静人日記
天童荒太著・文藝春秋

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

１
２

３

4

５

６

７

8

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

4月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

★４月のお話会ピーターパン★

６日（火）・20日（火）

午前10時30分から

10日（土）・24日（土）

午後２時から

本・AV資料は期限内に
返却しましょう。

（
広
告
）

（
広
告
）

優しさはどこから
細谷亮太著・婦人之友社

日本体育協会公認スポーツ指導員がいます。 

教室開催 
生徒募集 
教室開催 
生徒募集 
教室開催 
生徒募集 

◎日　　時：５月８日（土）から10回（毎週土曜日） 
　　　　　　　午後２時～４時（２時間） 

◎場　　所：第２テニスコート（釘池・クレーコート） 

◎申込資格：小学４年生から一般・中高年まで 

◎費　　用：（スポーツ保険1500円、ボール代・コート使用料込） 

　　　　　　　☆2,000円（小・中学生） 
　　　　　　　☆2,500円（高校生から一般・中高年まで） 

◎申 込 先：　0745-７３-６８０７ 
　　　　　　　　　　　（ソフトテニスクラブ　平尾まで） 

◎申込締切：５月１日（土）午後１時まで 

（10回） 

経験・未経験 
問わず 

中・高年 
大歓迎 

募
　
集 

上
牧
語
学
教
室 

電
話
　
０
７
４
５-

３
２-

９
２
８
０ 

携
帯
　
０
８
０-

４
３
９
９-

５
５
１
１ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

澤 

①
小
学
五
、
六
年
生
の
英
語
教
室 

（
週
一
回
　
一
時
間
） 

②
中
学
生
の
英
数
教
室 

（
週
二
回
　
各
二
時
間
） 

③
日
本
人
に
よ
る
英
語
教
室 

（
週
一
回
　
各
二
時
間
） 

④
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
英
会
話
教
室 

（
月
二
回
　
月
曜
日
） 

①
②
月
謝
は
世
間
相
場
の
半
分 

　
　
　
　
③
④
は
成
人
向
け 

２月中の西和警察署管内の犯罪発生件数は、

「空き巣などの住宅対象侵入窃盗」が21件、「車上

ねらい、部品ねらい」が36件、「自動車盗」が５件、

「オートバイ・自転車盗」が30件、「自動販売機ねら

い」が１件、「事業所対象侵入窃盗」が７件、それ

ぞれ発生しています。

２月中の犯罪発生概況
空き巣犯人に注意！！「宵のアキス」が多発！
夕方から午後８時頃までの時間帯を「宵（よい）」と言い

ますが、泥棒にとって、今の時期が最も留守宅を探しやす
い時期なのです。
つまり、夏場は日も長く、泥棒が留守宅を見つけるため

には、インターホンを鳴らしてみたり、直接電話をかけて、
その家が本当に留守が、そうでないかを確認しなければな
りません。
この作業は、非常に高いリスク（危険性）を背負ってい

ます。
しかし、今の時期、宵の時刻は、留守の家庭が一目瞭然。
泥棒は、照明を点けていない、真っ暗な家を見つければ

良いだけです。
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地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本
広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の

一
環
と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別

に
推
奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の

判
断
で
お
願
い
し
ま
す
。

世帯数....................9,675 ( +９)

男　性.................11,668 (－２)

女　性.................12,728 (－６)

合　計.................24,396 (－８)
（ ）は前月比

平
成
22
年
２
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

本紙は再生紙を使用しております。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）

担　当：弁護士

と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください

76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）

担　当：弁護士

と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください

0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。

当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：役所の仕事について全般

問合先：秘書課　 役場内線222番

●人権相談
担　当：人権擁護委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：人権問題全般

問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日 午後1時～4時

毎週木曜日 午前8時30分～午後0時30分

（上記共、祝日は除く）

ところ：役場１階の相談室

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題

問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事

と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時

相　談：電話による相談　 役場内線119番

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー

ところ：上牧中学校

と　き：毎週金曜日 午前11時30分～午後５時

上牧中学校　 76ー5479

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

◆上牧町ホームページ◆
・http://www1.ocn.ne.jp/̃kanmaki/

・Eメール kanmaki＠plum.ocn.ne.jp


